
まちからのお知らせ

・令和元年度から学校規模適正化の検討を進め、義務教育学校の設置を決定しました。
令和元年～ 3年度 令和 4年～ 5年度 令和 6年度 令和 7年度～
学校規模適正化検討
基本方針策定
清和 ･ 矢部 ･ 蘇陽 3
校案

清和地区義務教育学校整備
予定地の浸水また、児童生
徒数の想定以上の減少によ
り計画の見直し

整備計画の変更
清和蘇陽地区 ･矢部地区の
2校設置とし、住民 ･保護
者説明会を実施

清和蘇陽地区義務教育学
校設立準備委員会を設置
し、具体的な計画に着手

・一人の校長のもとで同じ理念､ 教育方針を共有し、子どもたちの成長を支えます。
複式学級の解消 ･異学年交流 ９年間を見通した継続的な支援 中１ギャップの緩和
複式学級の解消により
複式による自主学習がなくなり、
直接指導時間が増えることで、き
め細やかな指導が
可能です。

9年間を見通し、同じ理念､ 指導
方針に沿って運営するため､ 学習
と成長を共有し､ 必要な支援等に
つなげやすくなります。

９年間を 4 年 -3 年 -2 年などの
区切りにすることで、学習 ･生活
の変化をなだらかにし、中学課程
進級時の不安を緩和できます。

地域資源を生かした特色ある学び 専門課程の早期導入 社会対応力の向上
清和文楽 ･天文台 ･ 神楽 ･ 火伏地
蔵祭り ･通潤橋など地域資源を活
かした特色あるカリ
キュラムが行えます。

中学校教諭による乗り入れ授業に
より英語や音楽などの専門的な授
業を、低学年から学べる環境を整
えます。

ICT 活用能力､ 英語教育､ 主体的
に学ぶ力など､ 多様化する社会に
対応できる力を 9年間を通して身
に着けられる環境を整えます。

・候補地の選定は、整備期間及び整備費の抑制の観点から、既存施設を活用します。
・専門教室や武道場､ 体育館や校庭の広さを勘案し､ 中学校施設を活用することが望ましいと考えます。
・下記の理由により、教育委員会では 蘇陽中学校を整備地 として、協議を進めて行きます。
比較内容 清和中学校 蘇陽中学校
築年数 ○ 築 53年（昭和 48年建設） ○ 築 46年（昭和 55年建設）

敷地活用
施設配置 ○

敷地面積：16,489㎡
既存施設の配置状況を踏まえ検討が必要 ◎

敷地面積：45,088㎡
敷地に余裕があり、施設配置の自由度ま
た、将来の拡張性も高い

駐車場
確　保 △

職員､ 来客用駐車場の確保に課題
イベント時は支所を利用可能だが､ 広さ
に課題

◎
職員､ 来客用駐車場を確保可能
イベント時は支所を利用可能

スクールバス
運行拠点 ○ 児童生徒の乗降場所や待機ｽﾍﾟｰｽが課題

支所の利用が可能だが､ 広さに課題 ◎ 学校敷地内及び隣接の支所の活用が可能

防災拠点
との連携 ○ 支所と隣接し､ 連携が可能

急傾斜地に面しており､ 検討が必要 ◎ 支所及び消防署蘇陽出張所と隣接している
平地にあり､ 地震や大雨時の安全性が高い

　８月 17日（月曜日）に第２回清和蘇陽地区義務教育学校設立準備
委員会を開催し、保育園 ･小学校 ･中学校保護者や清和蘇陽地区代表
者、主任児童委員、校長先生、有識者など 40名の委員に委嘱状を交
付し、議論 ･意見交換を行いました。
　今後は、住民説明会、保護者説明会、保護者アンケートなどの結果
を踏まえ、設立準備委員会で必要事項の検討を行いながら、義務教育
学校の設立に向けて計画を進めていきます。
問合 　学校教育課　☎ 72-0443

清和蘇陽地区義務教育学校設立準備委員会を行いました
１これまでの経緯　～ 子どもたちの学びを将来へつなぐために ～

２義務教育学校とは　～ ９年間を通して学びと育ちを切れ目なく支える ～

３整備候補地について　～ よりよい学習環境の整備 ～

流

り入れ授業に

。

16広報やまと  2026.10 月号


